
日時：令和３年６月２４日（木）
場所：奈良国道事務所
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植栽検討ワークショップの概要
大和御所道路の植栽に関する近隣住民の意向を把握するため、計4回
の予定で植栽検討ワークショップを開催しています。現在、第２回まで開催
しました。
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現況植栽の課題抽出STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

植栽が担う新たな役割

植栽整備基本方針(案)

植栽整備の理想像 令和３年９月頃開催予定

令和３年12月頃開催予定

令和３年２月２６日開催

令和３年３月２５日開催

開催済み

各回の概要
〇第１回植栽検討ワークショップ
（１）日時：令和3年2月26日（金）
（２）意見交換テーマ
①現況植栽帯の良いところ ②現況植栽帯の悪いところ
③これからの植栽に求めること

（３）参加者
各地区の自治会長等

〇第２回植栽検討ワークショップ
（１）日時：令和3年3月25日（木）
（２）意見交換テーマ
①道路植栽が担う新たな役割について（住宅地沿い・耕作地沿い）

（３）参加者
各地区の自治会長等

3

資料３



ワークショップで得られた主な意見
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【新たな植栽帯について】

〇住宅地沿いでは、四季の変化が感じられ生活に潤いを与
える（薫風が香り、四季を感じられる・花の咲く樹木や色
づく樹木等による美しい見た目・生活の楽しみになる空間
等）一方で、生活環境の保全（ゴミが投棄されない・騒
音の低減・車の存在を感じさせない 等）や交通安全性
の確保（見通しの確保 等）、防災機能の向上（火災
時の延焼防止 等）の役割が求められている。

〇耕作地沿いでは、田園景観との調和、農作物の保全等
の役割が求められている。

〇対象区間は、耕作地が広がる区間が少ないため、沿道
土地利用による区分は不要と考える意見もある。

ワークショップで得られた主な意見
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【現況植栽帯について】

〇身近に緑を感じられること、騒音や排気ガスの軽減等が
良いと感じている。

〇ゴミの投棄、交通面や防犯面での安全性の低下、地域
の分断や発展の阻害に影響している点、一年を通して
植栽の変化を感じられない点、維持管理不足の状況を
改善すべきと感じている。

〇植栽帯が動物の住処となっていることを良いと感じる一
方で、農作物への被害や鳥害等を問題と感じている。
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上位・関連計画の基本理念
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大和区間全体（大和御所道路植栽検討懇談会）
『大和の歴史・自然を活かしたみどり空間の創造』

隣接区間（保津西交差点～小槻町交差点）
の基本理念

『みんなで育てる緑のやまと大路』

・四季の変化による生活への潤い
・生活環境の保全 ・安全性の確保
・周辺景観との調和

・今後の社会環境の変化への配慮
・今後の土地利用の変化への配慮

WS意見

委員会意見

（平成15年度 緑の新生創造協議会）



検討対象区間の基本理念（案）
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対象区間は、592年～710年の一世紀余りの期
間、歴代の皇居が営まれ、仏教分化が栄えた歴史
ある地域に位置します。
さらに、対象区間の現況植栽は、そうした地域にふ
さわしい樹種を中心に、地域住民との協働により整
備されてきた、地域とのつながりが深いものとなってい
ます。
新たに整備する植栽は、これから数十年先の未来
に残るものとなるため、こうした大和の歴史を伝える
重要な役割を果たしながら、これまでに築いてきた地
域とのつながりを継続していく必要があります。

大和の歴史を未来につなぐ地域に愛される緑の創出
～基本理念（案）～
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⇒大和区間全体
の基本理念より

⇒現況植栽帯の
設置経緯（第1
回委員会資料２
で提示）より

⇒第1回委員会
におけるご意見
より

上位・関連計画の基本的考え方
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①奈良の歴史を現代に伝える樹種の導入
②道路構造に応じた緑化手法の導入
③沿道土地利用に合わせたデザイン
④ドライバーの安全性、快適性の確保
⑤騒音、排気ガスの影響の緩和
⑥地域住民に親しまれるみどり空間の創出

大和区間全体の基本方針 （大和御所道路植栽検討懇談会）

①全国に誇れる道路 ②交通安全に配慮
③沿道土地利用を考慮した区分 ④維持管理
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隣接区間(保津西交差点～小槻町交差点)基本方針
（平成15年度 緑の新生創造協議会）

WSにおける意見
委員会における意見



検討対象区間の基本的考え方（案）
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①奈良の歴史を未来に伝える樹種の導入
奈良にふさわしい樹木(潜在自然植生種等)を植栽し、奈良らしい緑を創出する。

②四季の変化を感じられる空間の創出
景色や香りで四季を感じられ、生活に潤いを与える緑を創出する。

③地域住民の生活の質を高めるみどりの創出
地域住民の生活環境の質の向上に寄与する緑を創出する。

④道路構造に応じた緑化デザインと区間全体での統一感の確保
道路構造が変化する本区間では、道路構造に応じた配植を行いながら、将来

の沿道土地利用の変化にも柔軟に対応できるよう、区間全体での統一感を確保
した緑を創出する。

⑤維持管理の省力化に資する植栽の整備
適切な維持管理の実現に向けて、メンテナンス手間の少ない植栽帯を整備する。

検討対象区間の基本的考え方（案）
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①奈良の歴史を未来に伝える樹種の導入
奈良にふさわしい樹木(潜在自然植生種等)を植栽し、奈良らしい緑を創出する。

①奈良の歴史を現代に伝える樹種の導入
大和区間全体の基本方針

奈良の歴史、自然といった資産の一つには万葉集とその歌に歌い込まれた草木
などの植物、即ち万葉植物が挙げられ、これらの樹種を導入することにより、奈良
の自然を演出する。 （出典：大和御所道路植栽検討懇談会）



検討対象区間の基本的考え方（案）
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②四季の変化を感じられる空間の創出
景色や香りで四季を感じられ、生活に潤いを与える緑を創出する。

⑥地域住民に親しまれるみどり空間の創出
大和区間全体の基本方針

WSにおける意見
・生活の楽しみになる空間
・美しい見た目(花の咲く樹木、色のある樹木)
・薫風が香り、四季を感じられる

地域風土にとけ込むようなみどりを導入し、高架橋の印象を和らげるとともに、
随所にアメニティの部分を取り入れ、地域住民が愛着を感じ、歩いて楽しめるよう
なみどりの空間を創出する。 （出典：大和御所道路植栽検討懇談会）

検討対象区間の基本的考え方（案）
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③地域住民の生活の質を高めるみどりの創出
地域住民の生活環境の質の向上に寄与する緑を創出する。

④ドライバーの安全性、快適性の確保
大和区間全体の基本方針

WSにおける意見
・ゴミが投棄されない ・見通しの確保
・騒音の低減 ・車の存在を感じさせない

植樹帯を設置することにより、歩道と車道を分離し、歩行者・自転車の安全性
を確保する。交差点付近の緑化は見通しを確保する。また、ドライバーの視点から
見ても潤いや楽しさの感じられるみどりのデザインとするため、ランドマークツリーや周
辺景観と合わせたゾーン毎の樹木の配植等を検討する。
⑥地域住民に親しまれるみどり空間の創出

（出典：大和御所道路植栽検討懇談会）



検討対象区間の基本的考え方（案）
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④道路構造に応じた緑化デザインと区間全体での統一感の確保
道路構造が変化する本区間では、道路構造に応じた配植を行いながら、将来の
沿道土地利用の変化等にも柔軟に対応できるよう、区間全体での統一感を確保
した緑を創出する。

②道路構造に応じた緑化手法の導入
大和区間全体の基本方針

委員会における意見

大和道路の構造は一般道や副道の構成の違いなどによって植栽帯の構成が異なる他、
高架、擁壁の有無など空間構成が異なる。一般的な道路植栽技法に加えて、高架下の
緑化など、道路構造に応じた多様な緑化技術を駆使したみどりのデザインを進める。

（出典：大和御所道路植栽検討懇談会）

検討対象区間の基本的考え方（案）
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⑤維持管理の省力化に資する植栽の整備
適切な維持管理の実現に向けて、メンテナンス手間の少ない植栽帯を整備する。

委員会における意見WSにおける意見
・維持管理不足の改善が必要
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新たな植栽整備に対する沿線住民の幅広いニーズを把握することを
目的に、アンケート調査を実施します。
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沿道住民アンケート調査の概要

【調査概要】
○調査期間：令和3年7～8月（予定）
○調査対象：対象区間沿線4町（小槻町、大垣町、土橋町、曽我

町）の住民
○調査手法：ポスティング配布、郵送回収（WEBアンケート併用）
○配布部数：1,000部
○回収目標：400部

・事前に回覧板により案内チラシを配布
・案内チラシにアンケートサイトにつながるQRコードを記載すること
により、WEBアンケート調査を併用



①ワークショップでの意見交換内容
これまでのワークショップで意見交換したテーマ（現況植栽の良い点、

改善すべき点）について、幅広い意見を聞きます。

②新たな道路植栽の理想像
新たに整備する道路植栽に求める理想的な姿（役割）を把握しま
す。さらに、イメージの異なる複数の植栽デザインを示すことで、沿道住
民が考える望ましい植栽のイメージ像を把握します。
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沿道住民アンケート調査の調査内容（案）
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沿道住民アンケート調査の設問内容（案）
番号 設問 回答方式
回答者情報
Q１ 年代 選択肢方式
Q２ 性別 選択肢方式
Q３ 居住地（自治会） 選択肢方式(その他欄で自由記述)
①ワークショップでの意見交換内容
Q４ 現況植栽の良い点 選択肢方式(その他欄で自由記述)
Q５ 現況植栽の改善すべき点 選択肢方式(その他欄で自由記述)
②新たな道路植栽の理想像
Q６ 今後の植栽の理想像(役割) 選択肢方式(その他欄で自由記述)
Q７ 望ましい配植デザイン 配植デザインや色合いの異なる数案

のイメージ図を提示した選択肢方式
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アンケート調査票
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アンケート調査票

（自由記述欄： ）
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（自由記述欄： ）

アンケート調査票
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（自由記述欄： ）

アンケート調査票
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（自由記述欄： ）

アンケート調査票
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アンケート調査票
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アンケート調査票
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検討案① 植栽整備時の植樹活動
現況植栽と同様に、新たな植栽を整備する際に、真菅小学校、真菅北
小学校の児童や関係者に植樹をしてもらう。

検討案② 市民花壇の整備
区間内の住宅地に近い歩道沿いの植栽帯において、近隣住民が植栽
の管理をする市民花壇を整備する。

検討案③ 健全な樹木の移植
対象区間内の樹木の中から健全な樹木を選定し、植樹活動に参加した
真菅小学校、真菅北小学校の敷地内や近隣の公園等に移植する。

検討案④ 記念品の製作
対象区間内で伐採した樹木を活用し、真菅小学校と真菅北小学校の
児童のための記念品を製作する。

今後、ワークショップで近隣住民の意見や要望を把握し、
可能な方策を検討していく。


